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オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズ

モデルEによるソリューション
Sotution with the Office Processor

日立製作所は,これまでオフィスプロセッサとしては,平成元年11月から,

L-700シリーズを販売してきた｡

一方,オフィスプロセッサの利用動向をみると,SIS(戦略情報システム)化ニ

ーズの高まりや,パーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡)の普及に伴

う情報の統合化,ネットワーク･分散処理化の動きが強くなってきている｡

このような動きは,合理化をねらいとした利用分野から,より戦略的な活動

にオフィスプロセッサを活用したいというニーズの現れである｡

このため,日立オフィスプロセッサ新モデルL【700シリーズモデルEでは,従

来モデルの基本アーキテクチャを継ノ承しながら,ハードウェア･基本ソフトウ

ェアを大幅に機能拡張し,さらに,SIS構築技法およびアプリケーションパッケ

ージの拡充を図っている｡これにより,戦略経営のソリューションツールとし

て十分な適応力を実現している｡

n はじめに

オフィスプロセッサは,小規模企業から中規模企業のホス

トコンピュータとして,また,大企業の部門コンピュータと

して導入され成長を続けてきた｡

しかし,近年はオフィスプロセッサによるSIS(戟略情報シ

ステム)構築や,パーソナルコンピュータ(以下,パソコンと

略す｡),ワークステーション等の高機能･高性能化などによ

り,オフィスプロセッサの置かれている環境が変化しつつある｡

本稿では,オフィスプロセッサの置かれている環境につい

て触れるとともに,日立製作所のオフィスプロセッサHITAC

L-700シリーズモデルE(以下,L-700シリーズモデルEと略す｡)

のアウトラインとSISへの対応などについて述べる｡

囚 オフィスプロセッサを取り巻く環境

2.t オフィスプロセッサの市場動向

オフィスプロセッサは,従来,単なる基幹業務の合理化を

行うために導入されてきた｡しかし,最近はより高度化する

顧客要望にこたえるため,他社に対する競争力優位を実現す

るSISを構築するための中核コンピュータとして,オフィスプ

ロセッサは位置づけられるようになってきている｡このため,

利用目的が基幹業務から戟略的業務へと変化しつつある｡

一方,オフィスにはパソコンやファクシミリといった各種
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の小形情報機器が多数導入されている｡そのため,リソース

を有効的に活用するために,これらの情報機器との融合が不

可避となってきている｡

また,パソコンなどの高性能化に伴い,エンドユーザーコ

ンピューティングが高まっている｡そして,著名な流通ソフ

トの普及などにより,使い慣れたパソコンの操作性で,オフ

ィスプロセッサのデータベースを活用したいといった要求が

強くなっている｡

2,2 オープンシステムとの関係

大きな環境の変化として,UNIX讃)など標準的なオペレーテ

ィングシステムを採用したワークステーションやサーバも製

品化され,急成長してきている｡しかも,エンジニアリング

分野から従来オフィスプロセッサが導入されていたビジネス

分野へも広がってきている｡

しかし,UNIXコンピュータが他機種との優れた接続性やユ

ーザーインタフェースの良さ,マルチメディアの対応性,分

散コンピューティングなどの強みがあるのに対し,オフィス

プロセッサは,今まで蓄積されてきた膨大なビジネスアプリ

※)UNIX:UNIXは,UNIXシステムラボラトリーズ社が開発し,

ライセンスしている｡
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ケーションやどリング機能の強さ,さらには信頼性やきめ細

かな運用性などが強みである｡このためこれら機種との関係

はお互いの強い部分の重なりはむしろ少なく,当分の間,補

完しながら利用されていくものである｡しかし,これらの環

境の変化のため,オフィスプロセッサはアプリケーションサ

ーバや業務データベースサーバとしての役割を強める一方,

パソコンやワークステーションという優れたユーザーインタ

フェースや著名な流通ソフトを有効的に活用するためにオー

プンシステムとの連携が強化されつつある｡

田 +-700シリーズモデルEのアウトライン

日立製作所では,2章で述べたような環境の変化に対応す

るために,新製品L-700シリーズモデルEを開発した｡L-700

シリーズモデルEでは,高度化する市場に対応するため,最上

位モデルのL-790/30Eでは従来比約2倍の性能を実現しており,

ユーザーの規模にあったシステムを構築できるように,8フロ

ロセッサグループ21モデル(従来,7プロセッサグループ18モ

デル)をラインアップしている｡

また,L-700シリーズモデルEでは,SIS構築のために提案

しているグローイングSIS対応機能もさらに強化している｡

L-700シリーズモデルEでは,オープンシステムとの連携も

強化している｡これはリソースの共用や,パソコンの操作で

オフィス70ロセッサを利用しようという要求に対するもので

ある｡これにより,企業などに大量に導入されているパソコ

ン(例えば,パソコンB16/B32シリーズやパーソナルステーシ

ョンFLORA3010)などと接続できる｡また,日立製作所以外

のパソコンなどとも有機的結合を目指すための基盤としてOSI

(Open SystemsInterconnection),TCP/IP(Transmission

ControIProtocol/InternetProtocol)などの通信プロトコル

や,IEEE802.3規格準拠のLANである日立CSMA/CD(Car-

rierSenseMultipleAccesswithCollisionDetection)ネッ

トワークCDlO5(MicroNet/ET),CDlOT(MicroNet/TP)な

どを用意しており,接続性の向上を図っている(図l)｡

さらに,L-700シリーズモデルEでは,アプリケーション プ

ログラム プロダクトの強化(HISALS2,HISALS2/Jr,HI-

PRODUCT2のリリース)やエバーランの強化も実施している｡

田 グローイングSIS

本章では日立製作所で提案しているミットレンジSIS｢グロ

ーイングSIS+について述べる｡

4.1中堅企業のSIS構築アプローチ

SISということばが一般化してから数年が経過し,広くビジ

ネスの世界に浸透している｡特にコンピュータ利用の経験を

積み重ねてきた多くの企業が,SISに注目している｡SISの普

及期には,省力化,効率化といった従来のコンピュータ利用

形態の延長上程度に考えられていたが,激変する経営環境の

現在では,その重要性を否定する意見は少ない｡

これまでの歴史の中でも積極的な意思を持つ経営者は,さ

まぎまな戦略をその経営の中で実践してきた｡しかし,そう

した例とは異なり,新しい方法によって戟略を積極的に取r)

入れ,成功している企業が次々と誕生している｡情報と情報

システムによるストラテジイーである｡情報システムはビジ

ネス行動と密接なかかわりを持ち,第4の経常資源から戦略

経営の基盤としての性格を帯びている｡

SISは,コンセプト発祥の地である米国から成功事例として

紹介され,次いで国内の事例が紹介された｡それらの事例は

大規模なものが多く,多額の情報化投資を必要とした｡しか

し,｢なぜ経営上,多額の情報化投資が必要であるのか+とい

う経営者の疑問に対し明確な解を持っているため,大企業だ

けでなく,中堅企業にもコンセプトは急速に普及していくこ

とになる｡

それでは,大きな投資力を持たない中堅企業ではSISの構築

は無理なのであろうか｡現在の企業では,一般に何らかの形

でコンピュータを利用しており,パソコンを含めると機械が

導入されていない企業は少数である｡ただ中堅企業での特徴

は,それぞれのシステムが個別に存在しており,大きな一つ

のシステムとして機能していないことにある｡コンピュータ

専任の要員がおらず,自力でシステム開発能力を持たないた

め,トータルな情報システムの構築がなされない場合が多い｡

SISは競合企業との競争優位性を獲得･維持することを目的と

する｡まず重要なことは,コンピュータによる情報管理を中

枢とした管理システムを構築することである｡この管理シス

テムが十分に機能しなければ,企業戟略を実践することは不

可能である｡L-700シリーズモデルEでは,SISのベースとな

る企業内情報システムを,財務会計,給与計算,販売管理お
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システム名)

図lオフィスプロセッサL-700シリーズモデルEの接続図 オフ

ィスプロセッサL-700シリーズモデルEと,各種情報機器の接続形態を示

す｡



よび生産管理のパッケージから成る統合業務システムでサポ

ートする｡SISのためのプラットフォームパッケージである｡

情報基盤となるこのシステムが十分に稼動することによって,

受注から生産出荷までのリードタイムを大幅に短縮したり,

競合企業よりもいち早く顧客の望む商品やサービスを提供し,

顧客の信用を高めることができる｡

消費者ニーズの個性化･多様化が定着し,企業環境が激変

している現在,情報システムを企業内に閉じ込めておくこと

はできない｡合理化を目的とした｢内向き+のシステムから,

ライバル企業を意識した｢外向き+のシステムへと,情報シ

ステムを括用しなくてはならない｡

しかし,その活用には実際に数段階のステージが必要であ

る｡しかも,システムのプロセスと構成は,業種によっても,

企業規模によっても大きく異なる｡そして,そこには企業の

明確な方向性と事業戦略が求められる｡日立製作所が提唱す

るミッドレンジSIS,｢グローイングSIS+構築のアプローチは,

確固とした企業内情報システムを確立し,一歩一歩着実なス

テップアップで競争優位を実践していく｡

例えば,流通業でのシステムのインテグレーションは,図2

に示すようになる｡まずステップ1では,販売管理システム

HISALS2,財務管理システムHICOUNT2を導入し,目前の

問題解決のために物,金の流れを確実に管理する｡次にステ

ップ2で,給与計算システムHIPAYPAS,人事情報システム

オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズモデルEによるソリューション 937

を導入,人的資源の管理を徹底する｡さらにステップ3では,

水平分散ネットワークを導入する｡部門間で情報を効果的に

活用し,ビジネスチャンスを的確にキャッチするとともに,

企業活力稔合分析システムで経営戦略を検討･策定する｡ス

テップ4では,業界･金融･クレジットVANと接続し,小売

店支援機能を強化,業界内での競争優位を確立する｡

4.2 グローイングSISコンセプト

高度成長期から成熟期へ,さらに変革期へと突入し,企業

は環境変化への対応力が問われている｡環境の変化が,すな

わち経営課題であるといえる現代では,情報システムも低価

格で環境の変化に耐えられるものでなくてはならない｡グロ

ーイングSISは,パッケージを中心とした成長形の戦略情報シ

ステムである｡まず,企業分析によって経営課題を明確化し,

各企業の事業成功要因(ビジネスサクセス ファクタ)を把握

する｡これに基づいてシステムの立案を行う｡

情報システムの中核をなすのが,統合業務システムである｡

統合業務システムは,企業間に共通する業務を汎(はん)用化

したアプリケーション プログラム プロダクトである｡企業

規模や形態により,段階的にシステムの導入や拡大が行える

ように,パッケージ間のデータ連携と,統一した設計方式や

操作方法,およびデータベースを基盤とした設計にしている｡

このデータベースにより,各業務システムが統合的に機能し,

情報の経営資源化を実現している｡.また,日常の操作の効率

流 通 業
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‖ご･･..一人的資源の管理を徹底

販売管理HISALS2導入

.財務会計HICO〕NT2導入

_〃㌘′

●●

管理技術面から利益追求

●●

●●

●●

スを

●
●●

業界･金融･クレジット

＼
●●◆

部門間水平分散

◆
ネッ

●●●◆ヽ

力

企業活力

導入

■■■■■1■◆

●

●

総合分析システム導入Jl■l■lllt■ ■

●

●

VANとの接続

■ ■ ■ ■■■■■■◆

●
∫
～
●

▲

.
◆
▲

給与計算HIPAYPAS導入

人事情報システム導入

■{■■■■■

ト.+7下)/

ノ/冴ノ
J乃アi′

⊥ヵz叫クr

図2 流通業のシステムインテグレーション アプリケーションプログラムプロダクトで企業内情報システムを確立し,パッケージのステッ

プアップによって競争優位を実現する｡
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化を図り,操作性はもちろん,画面などのヒューマンインタ

フェースも統一している｡実業務への適合性を考慮し,顧客

の要求仕様を満足させるため,企業独自の項目を設定できる

などのフレキシビリティーを備えており,さらに高度なカス

タマイズ要求に対しては,開発支援ツールによるプログラム

部品ライブラリにより,仕様の変更･追加に対応できる｡

さらにL-700シリーズモテリレEでは,事業成功の要因を情報

システムに具現化するために必要な,戦略形の業種パッケー

ジをそろえており,製造業,卸売業,小売業など各業種特有

のノウハウを凝縮している｡統合業務システムに,これらの

パートナパッケージを追加し,パッケージをインテグレーシ

ョンすることで,環境変化に対応させながら着実にシステム

を成長させることができる｡次章で詳細を述べる企業活力総

合分析システムHトTOCCATAは,財務会計システム

HICOUNT2のB/S(貸借対照表),P/L(損益計算書)のデータ

を取り込み,業態でのポジショニング分析や,AI機能による

経営戦略に基づく

システムの開発

■
_
_
一
▼

新事業への

展開

利益の拡大

●且標の設定と管理

●計画的経営の実践

●■■tt■■■■■■■■■■■■
●システムエンジニアによる

コンサルテーション

●アプリケーションパッケージ適用

●ハードウェア,ソフトウェアの選択

●システム開発支援

■■■■

■
■
■
■
一
t
■
■
一
■
◆

■■=■

企業分析手段を提供する｡図3にグローイングSIS構築の

``pLAN-DO-SEE''サイクルを示す｡

この情報システムをさらにイノベーティブにするのが,第

四世代言語ETOILE/OPと,知的帳票認識機能BELIEVEで

ある｡ETOILE/OPはRDB(RelationalDataBase)を基本と

するオブジェクト指向の4GL(4thGeneration Language)で

ある｡柔軟なデータベース構造を持つMIOS7/AS(Multiple

OfficeInformation Operating System7/Advanced Sys-

tem)では,既存のファイルを再編成することなく,そのまま

RDB化できる｡また,DSS(DecisionSupportSystem)機能,

ファジィ検索機能を備えており,ETOILE/OPのプログラムを

自動生成するBELIEVEと組み/合わせることで競争優位の維持,

そして,いっそうのイノベーションが可能となる｡｢パッケー

ジ+＋｢4GL+による｢システムイノベーション+がグローイ

ングSISのコンセプトである(図4にグローイングSISの概念図

を示す｡)｡
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▽
システム分析
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図3 グローイングS】Sの"PLAN◆DO-SEE” 企業戦略に基づき戦略情報システムを評価し.競争優位を維持する｡



8 企業活力総合分析"H卜TOCCATA”

HトTOCCATAは,企業の弱み･強みをさまざまな角度か

ら分析することにより,競争優位を確立するためのシステム

化課題,経営課題を把握するシステムである｡L-700シリーズ

モデルEのワークステーション上で稼動し,メニューは大きく

次の4分類から構成されている｡

(1)経営および環境分析

時系列グラフ(折れ線グラフ,棒グラフ,レーダチャート,

ⅩYグラフ,N年2点間グラフなど),横断グラフ(折れ線グラ

フ,棒グラフ,レーダチャート,分散図など),傾向線分析,

回帰分析,再構成財務諸表など財務データと2300系列のマク

ロ･セミマクロデータをもとに,上記のグラフ,加工を用い

て自由な経営分析および経営環境分析を行う｡

数値加工(増減率,超勢化,為替換算,デフレート,対数変

換)を各データに対して行うことができる｡

(2)競争力分析

企業の強み･弱みを資本収益性,利益安定性,成長性の三

第匹世代言語

イノベー

ティブサブ
システム

戦略形

パッケージ

プラットフォーム

パッケージ

●意思決定支援,ファジィ検索機能

業種別アプリケーションパッケージ

パートナパッケージ

オフィスプロセッサHITAC L-700シリーズモデルEによるソリューション 939

つの観点から分析し,最後にサマリーを出力する｡分析は競

合会社,業界平均と比較する形で進める｡

資本収益性は基準充足度分析,純資本事業利益率分析,純

営業資産営業利益率分析と収益性の要因を順次に深めていく

アプローチをとっている｡

利益安定性は,売上高変動,金利変動に対する安定性をみ

た上,統計的な変動を変動係数によって評価する｡

成長性は実態成長率分析に加え,持続可能成長率を分析す

る｡これらのさまざまの角度からの分析を通して,企業の競

争力を絵合的に分析する｡

(3)危険度分析

企業の信用分析を以下のようなさまざまな角度から分析す

る｡まず,資金移動表,経常収支マイナス値累積加算,収支

分岐点分析によって資金分析を行う｡次に,金融費用負担率

分析,利付負債負荷分析により,借り入れの負担状況をP/L,

B/S両面から評価する｡

分解分析では,財務構造の変化の大きさをポテンシャルの

概念を用いて計測する｡差額動向分析ではB/Sの変化から資金

HトTOCCATA

経済マクロデータ

産業データ

企業財務データ
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ポジショニング
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ソフトウェア

RDB,非手続き形言語,知的帳票認識

l水平垂直分散 ●自律分散

●共通開発環境

ハードウェア

■
_
■
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■
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■
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財務会計システム

販売管‡里システム

生産管理システム

給与計算システム

●開放形相互接続 ●lSDN,PBX ●VAN

●+AN(TCP/lP,OSり ●データベースアクセラレータ

注:略語説明 RDB(Re】ationalDataBase),TCP/lP(TransmissionControIProtoco州ternetProtocol),OS=OpenSystemsl【terCOnneCtion)

lSDN(lntegratedServicesDig血INetwork),PBX(PrivateBranchExchange)

図4 グローイングSISの概念 パッケージ＋4GLによりシステムイノベーションを可能とする｡
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5期間比較
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業種平均と比較

ルール

時系列診断

コール

他社比較診断

ゴール

業種平均比較

ゴール

総合評価
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総合評価

コール
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l
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l
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各個別メニュー

ゴール

競争力分析サマリー

ルール

競争力分析サマリー

ゴール

図5 Aリレールの構造 時系列,他社比較,業種平均比較の診断を

行い,総合評価ルールに基づいて診断コメントを出力する｡

の流れをとらえ,その健全性を評価する｡最後に,判別関数

分析によって倒産危険度を総合的に評価する｡

(4)データ管理

データフロッピーから作業用のワーク データ フロッピー

を作成する機能,データベース未登録の非上場企業データを

登録する機能,未登録のマクロデータ･セミマクロデータ･

業務データの登録機能,ユーザーが自由に指標を作ることの

できるユーザー指標登録機能がある｡

HトTOCCATAは,企業の経営状態を主として財務データ

から分析するものであるが,従来の経営分析と異なり次のよ

うな特長を持っている｡

(1)分析の切り口が幅広いこと｡

広範囲な切りHをメニューの中に折り込んでいる｡その中

には,伝統的な分析手法の中で有効性の高いものが含まれる

とともに,判別関数,分解分析,差額動向分析,持続可能成

長率などの先端的な分析を数多く折り込んでいる｡

また,データベースから自由にデータを取り出し,さまざ

まな加工,グラフ化を行うことができ,ユーザー自身のオリ

ジナル指標も定義し生成することができる｡

(2)AI機能と解説機能

各分析画面ごとに当該分析の見方を解説した解説画面と,

開発者の視点をAIに組み込んだ診断結果の画面が出力され,

利用者の分析作業をサポートする｡

分析の視点は,次のものをルールとして組み込んでいる｡

(a)時系列にみる｡

(i)前期との比較

前年との比較により,指標の値が良くなっているか,

悪化しているかを,またその要因について評価･分析す

る｡

(ii)5期間の比較

過去5年間の傾向について分析する｡傾向は回帰分析

によって時系列の直線傾向線を求め,その時間に対する

係数のプラス,マイナスによって上向き傾向か下降傾向

かの判断を行う｡

(b)他社と比較する｡

最新期について競合他社との比較を行う｡

(c)業界平均と比較する｡

分析対象企業について,同じ業界の平均との比較を行う｡

(d)総合評価

上記の(a),(b),(C)ごとの評価(ゴール)をもとに総合した

診断コメントを出力する｡図5にAIルールの構造を示す｡

(3)分析ソフトとデータベースの結合

監査法人トーマツの分析ノウハウと,経済･財務に定評の

ある株式会社東洋経済新報社の経済･財務データベース

(2,000祉,10期分の有証データと2,300系列の経済マクロ･セ

ミマクロデータ)の結合されたシステムである｡非上場企業に

ついては入力画面が用意されている｡

l司 おわりに

オフィスプロセッサは,企業での情報システムの中心とし

て用いられているようになっている｡ユーザーに対する支援

体制の強化を含め,ユーザーが望んでいるシステムを構築で

きるように,よりいっそう努力する考えである｡




